
平成３０年（健厚）第４７９号

令和元年１２月２７日裁決

主文
　後記「事実」欄第２の２⑵記載の原処分を
取り消す。

事実
第１　再審査請求の趣旨

　再審査請求人（以下「請求人」という。）
の再審査請求の趣旨は、後記第２の２⑵記
載の原処分を取り消し、厚生年金保険法

（以下「厚年法」という。）及び健康保険法
（以下「健保法」という。）上の各被保険者
（以下、併せて「厚年等被保険者」という。）
の資格（以下、併せて「厚年等被保険者資
格」という。）について、資格取得年月日を
平成○年○月○日として、同資格の取得及
びその継続の確認を求めるということであ
る。

第２　事案の概要
１　事案の概要

　本件は、請求人が後記２⑴記載の本件
確認請求をしたことに対し、厚年等被保
険者資格の確認に関する厚生労働大臣の
権限に係る事務をそれぞれ委任されてい
る日本年金機構（以下「機構」という。）
が、後記２⑵記載の原処分をしたところ、
請求人が、原処分を不服として、標記の
社会保険審査官に対する審査請求を経
て、当審査会に対し、再審査請求をした
という事案である。

２　本件再審査請求に至る経緯
　本件記録によると、請求人が本件再審
査請求をするに至る経緯として、次の各
事実が認められる。
⑴　請求人は、平成○年○月○日（受

付）、機構に対し、平成○年○月○日以
降の期間（以下「本件請求期間」とい
う。）について、利害関係人（法人成立
の年月日を昭和○年○月○日とし、包
括団体を神社本庁とする宗教法人であ
る。）を事業主とする○○神社と称する
事業所（以下「本件事業所」という。）

において使用される者であるとして、
厚年等被保険者資格を有していたこと
を確認する旨の厚年法第３１条及び健
保法第５１条の規定に基づく確認請求

（以下「本件確認請求」という。）をし
た。なお、利害関係人は、本件確認請
求に係る機構による事実確認中に受け
た指導により、平成○年○月○日（受
付）、機構に対し、健康保険・厚生年金
保険新規適用届を提出し、適用年月日
を同月○日として、本件事業所を厚年
法及び健保法上の適用事業所としてい
る。

⑵　機構は、平成○年○月○日付けで、
請求人に対し、「事業所から提示された
証拠書類では事実確認ができなかった
為。」という理由により、本件確認請求
を却下する旨の処分（以下「原処分」
という。）をした。

⑶　請求人は、原処分を不服とし、標記
の社会保険審査官に対する審査請求を
経て、当審査会に対し、再審査請求を
した。

第３　当事者等の主張の要旨
（略）

理由
第１　問題点

１　厚年法は同法第６条第１項第２号にお
いて、健保法は同法第３条第３項第２号
において、それぞれ、法人の事業所又は
事務所であって、常時従業員を使用する
ものを、各法上の適用事業所とすると規
定しているところ、厚年法第９条、第
１２条、第１３条、第１４条、第１８条、
第２７条及び第３１条並びに健保法第３
条第１項、第３５条、第３６条、第３９
条、第４８条及び第５１条の規定による
と、厚年法上の適用事業所に使用される
７０歳未満の者及び健保法上の適用事業
所に使用される者は、適用除外される者
を除いて、それぞれ、その使用されるに
至った日又はその使用される事業所が適
用事業所となった日に厚年等被保険者資
格を取得し、当該事業所に使用されなく



○神社権禰宜に任ずる旨が記載されて
いる。

⑶　○○神社庁長が、平成○年○月○日
付けで、○○神社権禰宜である請求人
に対し回答した「神職登録に関する問
合せの件（回答）」と題する書面（以下

「本件回答書」という。）があり、本件
回答書には、請求人の妻であり、利害
関係人代表者の娘でもあるＣ（以下

「Ｃ」という。）について、「平成○年○
月○日　○○神社権禰宜を拝命」及び

「平成○年○月○日　○○神社禰宜を
拝命現在に至る」と、請求人について、

「平成○年○月○日　○○神社権禰宜
を拝命現在に至る」とそれぞれ記載さ
れている。

⑷　利害関係人を支払者とする、請求人
に係る、平成○年分給与所得の源泉徴
収票（以下「○年徴収票」という。）及
び平成○年分給与所得の源泉徴収票

（以下「○年徴収票」という。）があり、
○年徴収票には、平成○年○月○日に
就職した旨の表示があり、給与として
の支払金額が○○万円である旨が、○
年徴収票には、給与及び賞与としての
支払金額が○○○万円である旨がそれ
ぞれ記載されている。

⑸　利害関係人が提出した、平成○年○
月○日から平成○年○月○日までの間
に計上した人件費に係る資料（以下

「○年人件費資料」という。）及び本件
事業所の平成○年度に係る給料手当に
関する総勘定元帳（以下「○年人件費
資料」という。）があり、それぞれの主
な記載内容は次のとおりである。
ア　○年人件費資料

　人件費について、平成○年○月か
ら平成○年○月までの毎月○日に

「給与（宮司○○万・禰宜○○万・権
禰宜○○万）」としてそれぞれ○○万
円、平成○年○月○日に「臨時手当

（禰宜○万・権禰宜○万）」として○
○万円、同年○月○日に「臨時手当

（宮司○万・禰宜○万・権禰宜○
万）」として○○万円、同年○月○日

なった日の翌日に厚年等被保険者資格を
喪失することになるが、厚年等被保険者
資格の取得及び喪失は、適用事業所の事
業主の届出により、厚年等被保険者若し
くは厚年等被保険者であった者の請求に
より又は職権で、厚生労働大臣が確認す
ることによってその効力を生じるとされ
ている。
　そして、厚年法第３１条第１項及び健
保法第５１条第１項の規定によると、厚
年等被保険者又は厚年等被保険者であっ
た者は、いつでも、厚年法第１８条第１
項及び健保法第３９条第１項の規定によ
る確認を請求できるとされている。

２　請求人は、本件請求期間について、本
件事業所において利害関係人により使用
される者として厚年等被保険者資格を有
している旨を主張し、原処分を不服とし
ているのであるから、本件の問題点は、
本件請求期間について、請求人が本件事
業所において利害関係人により使用され
る者として厚年等被保険者資格を有して
いたと認めることができないかどうか、
ということである。

第２　事実の認定及び判断
１　本件記録によれば、前記「事実」欄第

２の２記載の事実のほか、次の各事実を
認定することができる。なお、次の⑴な
いし⑽に掲げる各書面は全て写しである。
⑴　利害関係人が神社本庁統理に宛てて

平成○年○月○日付けで作成した任命
具申書（以下「本件具申書」という。）
があり、本件具申書には、利害関係人
が、請求人を候補者として、本件事業
所における権禰宜を本務とする権禰宜
への任命を具申する旨、及び、請求人
がそれを承諾する旨が記載されている。

⑵　○○神社庁が、平成○年○月○日付
けで、○○市・○○市・○○郡支部長
に対し送付した、神社本庁が本件具申
書を受けて発令したものと解される請
求人に係る同年○月○日付けの辞令

（以下「本件辞令」という。）があり、
本件辞令には、請求人を平成○年○月
○日付けで○○県○○市○○所在の○



んとこでもあったらしいし。そんな時
Ｅくん（注：請求人を指すものと認め
る。以下同じ。）が「お母さんそんな言
い方ないわ」と言っても聞かんかった
らしいし。だからもう反論もせんよう
になったと言うてました。けど、いつ
まで放ったらかし？Ｅくんも私もほん
まに神社滅茶苦茶になっていいなんて
思ってません。でも、お母さんが、お
かしくなってるのは事実。宮司である
前に人としてひどくないか？上は何言
うてもええんか？言葉に責任も無く。
腹がないで済まないよ。知らず知らず
に外部にもそんなことしてると思うよ。
孤立するよ。てかしてると思うよ。彼
は気付いて。改めてほしいから荒療治
しているのです。お母さんが糠に釘や
からやで。彼が来てくれて総代やてっ
たいのおっちゃん達とも少しずつ関係
が良くなってきているとは思いません
か？彼が潤滑油になってくれているの
よ。それは後に私たちとも上手くやっ
ていくためにそう運んで行ってるんよ。
人の助けがなければここはやっていけ
ないからね。けど、その頑張って良い
方へ持っていってくれようとしてる人
ないがしろにしすぎてるでしょ。気に
食わんかもしれないけど、私の夫であ
り、私達はあなたの後もここちゃんと
やっていかなあかんねん。で、その後
Ｆ達にも繋いでいかなあかんねん。Ｅ
くんには色々きつく言われるけど、お
母さん以上に先のこと考えてるよ。私
もお母さんも考えが浅いと。その場し
のぎばかりやと。耳痛いけど事実やわ。
今だって働き盛りの男籠らせてほんま
に気の毒や。こんなつまらん問題無
かったら私らは上手くいってんねん。
私とお母さんの縁を切らせるつもり
かって？このままじゃこちらの夫婦、
親子の縁も切れてしまいそうです。な
んで親にこんな目に遭わされなあかん
のか私も腹が立つし、子供じみたお母
さんがほんまに情けなく思います。も
う誰もお母さん諭してくれる人もいな

に「臨時手当（宮司○○万・禰宜○
○万・権禰宜○○万）」として○○万
円及び平成○年○月○日に「Ｄ氏

（２名）」として○○万円の合計○○
○万円の計上がある旨が記載され、

「権禰宜（Ｅ）○年○月○日　臨時手
当○万　○月○日　〃（注：臨時手
当の意）○万　○月○日　〃（注：
臨時手当の意）○○万」との付記が
ある。

イ　○年人件費資料
　平成○年度に係る給料手当につい
て、○月度から○月度までの各月に
関して、「給料手当　○月分Ｅ」ない
し「給料手当　○月分Ｅ」として、
それぞれ○○万円が計上され、○月
度から○月度までの各月に関しては
いずれも○円で、平成○年度の給料
手当の計上額は合計○○○万円であ
る旨が記載されている。

⑹　請求人が、平成○年○月○日に、Ｌ
ＩＮＥのトーク機能により、利害関係
人代表者に対し送信したメッセージ

（以下「請求人通知」という。）があり、
請求人通知の内容は、次のとおりであ
る。
　Ｅです。今朝の件は、私の中で全く
納得が行きません。今まで、色んなこ
とを我慢してきたつもりですが、限界
です。明日から、私はもう行きません。
Ａはどうするか知りません。では、失
礼致します。
　追伸　電話等なさらないで下さい。
出るつもりも有りません。Ｅ

⑺　Ｃが、平成○年○月○日○時○分
に、利害関係人代表者に対し送信した
メール（以下「Ｃメール」という。）が
あり、Ｃメールの主な記載内容は、次
のとおりである。
　はっきり言って、何とも思ってない
からこれだけ放置が出来るのね。「悪い
ことしたと思わない？」と、私が誘導
しないといけないなんてほんまに情け
ない。ええ歳して何も気付かない。私
が見てる限りでも多々あったから知ら



○日付けで、請求人及びＣに宛てて、
簡易書留郵便で送付した書面（以下

「利害書面Ａ」という。）があり、利害
書面Ａの記載内容は、次のとおりであ
る。
　Ｅさん　Ｃさん　もうすく出産です
ね。体は順調な様で安心しました。と
ころでＣさんは出社しなくなってから
もう半年以上になりますね。Ｃさんは
２ケ月程ですが、神社が大変忙しいの
はご承知の通りだと思いますが、今の
ままでは何事に関しても前進する事が
できませんので大変困ります。とにか
くＣさんだけでも○日（○）迄に出社
して下さい。そうでなければ、私、一
人では能力の限界もありますので、残
念なことですが解雇という事態になる
可能性もあります。私は仕事で出掛け
ている時もあるので、出社する時は前
以て連絡して下さい。待っています。

⑽ 利害書面Ａを受けて、再審査請求代理
人が、平成○年○月○日付けで、利害
関係人代表者に対し送付した「通知
書」と題する書面（以下「請求人書面」
という。）、及び、同書面を受けて、弁
護士Ｇ及び弁護士Ｈが利害関係人の代
理人として、同年○月○日付けで、再
審査請求代理人に対し送付した「ご連
絡」と題する書面（以下「利害書面Ｂ」
という。）があり、それぞれの主な記載
内容は次のとおりである。
ア　請求人書面

　　　　（注：記載省略）
２　つきましては、以下の質問にご

回答ください。①解雇というのは、
懲戒解雇の主張と思われますが、
解雇理由はどういうものでしょう
か。懲戒解雇に関する就業規則等
の規約をお示しのうえご説明くだ
さい。②貴殿は、通知人（注：請
求人を指す。以下同じ。）が休業中
であることを認識しながら、話し
合いもされずに突然の出社請求を
されていますが、出社を求める期
限を○日とした理由をご説明くだ

いし困っています。今まで助けていた
つもりが、甘やかしていた自分も悪い
と思います。私もアホなので、もっと
努力しないといけないと思います。

（注：中略）これからＥくん無しで２人
で回すのも限界があります。せっかく
良くなってきたもの全て壊れてしまい
ます。また男逃げたわ、と思われ人の
信用も失います。周りの空気読んでよ。
気付いてないでしょ。ひと月もＥくん
の姿見てないし、みんなおかしいな、
と思い始めてるよ。尋ねられるのも言
葉につまるわ。あなたなら、へそ曲げ
て来ませんねん、で済ますやろけど、
よくそんなこと外に言えるなと思う。
葉っぱだらけで汚いし雰囲気暗いし。
ほんまのほんまにすぐ潰れるよ。この
先どうしたら良いのか、もっと真剣に
考えませんか。一番は人の気持ちに
立って物事考えてね。うわべだけで軽
くごめんだけではなく。そこが無かっ
たら例えば他の人雇うなんて簡単なこ
としても同じことの繰り返し。何の解
決にもならないよ。人間関係って難し
い。（注：中略）お母さんが嫌いでここ
まで言ってるんじゃないです。一番に
家族、そして神社がどうしたら上手く
いく？皆んな辛い。しばらくお休みさ
せてもらいます。

⑻　利害関係人代表者が、平成○年○月
○日○時○分に、請求人に対し送信し
たメール（以下「利害メール」とい
う。）があり、利害メールの記載内容
は、次のとおりである。
　それではどうすれば気がすむの（注：

「すむねの」は誤記と認める。）ですか　
私が考えなしに発した言葉があなたを
傷つけていたことは重々お詫び致しま
す。今まで三人で頑張って来た（注：

「着た」は誤記と認める。）のですから
出来ることならこのまま、また三人で
やっていきたいと思い（注：「思あ」は
誤記と認める。）ます。気を取り直して
もらえませんか？

⑼　利害関係人代表者が、平成○年○月



したがって、今後、Ｉとしまして
は、同神社の宗教法人規則に則っ
て、○○神社庁に対し、Ｅ氏を権
禰宜から退任させる旨の申し出を
行うことを予定しております。

２　出仕の求め
　Ｉは、Ｅ氏から休職する旨の報
告を受けておらず、それを承認し
たこともありません。平成○年○
月○日以降、Ｉは、Ｅ氏に対し、
同神社に出仕するように再三求め
ておりましたが、Ｅ氏から何ら具
体的回答がなかったため、本件手
紙でもって、再度出仕を促した次
第です。

３　給与の不支給
　Ｅ氏の給与については、○○神
社に休職規程はないことから、平
成○年○月○日以降、同氏が一方
的に同神社への出仕を拒絶し、権
禰宜としての責務を放棄している
ことを理由として、支払を停止し
ております。なお、臨時雇用者の
雇用については、あくまでも○○
神社における経営判断の問題です
ので、雇用しない理由を特にご説
明する必要はないものと思料致し
ます。

４　退任予定
　現時点で、Ｉが○○神社宮司を
退任する予定はありません。

５　結語
　Ｉとしましては、今後、○○神
社を円滑に運営するためにも、本
件を円満に解決することを希望し
ておりますので、一度、当職らに
おいて、貴職と直接面談した上で、
解決に向けた協議をさせていただ
きたいと存じます。貴職において、
ご検討の上、当職らまでご連絡い
ただきますようお願い致します。

２　以上の認定事実に基づいて、本件の問
題点について検討し、判断する。
⑴　厚年法第９条には「適用事業所に使

用される７０歳未満の者は、厚生年金

さい。③通知人は、現在休職中で
ありますが、給与も手当も一切支
給されておりません。そのような
状態の中で、仕事が回らないので
あれば、なぜ臨時雇用者を雇われ
ないのかご説明ください。④通知
人は、貴殿が宮司職に就いている
間は、出社する意思は現段階では
ございません。もっとも、貴殿も
ご存じの通り、通知人には幼い子
どもを含む家族があります。その
ため、稼働し、収入を得る必要が
あります。つきましては、貴殿が
いつまで宮司職に留まられるおつ
もりなのか、貴殿のお考えをお聞
かせください。

３　（注：記載省略）また、通知人
は、貴殿からの回答を受けて、今
後について検討したしますので、
○月○までに出社することは致し
ません。

４　（注：記載省略）
イ　利害書面Ｂ

　　　　（注：記載省略）
１　「解雇」との文言の趣旨

　Ｉ（注：利害関係人代表者を指
す。以下同じ。）からの平成○年○
月○日付け手紙（以下「本件手紙」
といいます。）において、同人が、

「解雇」との文言を用いたのは、法
律上の「懲戒解雇」という意味合
いではなく、○○神社（以下「○
○神社」といいます。）とＥ氏（注：
請求人を指す。以下同じ。）との関
係を断つという趣旨によるもので
す。○○神社と権禰宜であるＥ氏
との関係について、同神社の宗教
法人規則によれば、禰宜以下の進
退については、宮司の具申によっ
て、統理が行うものとされており
ますので、同神社とＥ氏との関係
が雇用契約といえるものであるか
否か必ずしも明確ではなく、また、
同神社には就業規則はなく、職員
にかかる懲戒規程も存在しません。



○月○日付けで請求人を本件事業所の
権禰宜に任命する旨を発令し、平成○
年○月○日にあっても、神社本庁の地
方機関である○○神社庁において、請
求人を本件事業所の権禰宜とする上記
発令を有効に継続しているものとして
いることが認められる。また、前記１
⑷ないし⑹及び⑽イによれば、平成○
年○月○日に送信された、その翌日か
ら出社しない旨の請求人通知があり、
利害書面Ｂには、請求人について、「平
成○年○月○日以降、同氏が一方的に
同神社への出仕を拒絶し、権禰宜とし
ての責務を放棄している」旨の記載が
認められ、○年徴収票には、請求人が
本件事業所に平成○年○月○日に就職
した旨の表示があり、同年の給与とし
ての支払金額（○○万円）は、○年人
件費資料に記載の同月から同年○月に
係る権禰宜に対する給与及び臨時手当
の合計金額○○万円とは一致しないも
のの、○年徴収票、○年徴収票及び○
年人件費資料からは、利害関係人から
請求人に対し、平成○年○月から同年
○月までの期間について少なくとも○
○万円の給与が、平成○年○月から同
年○月までの期間について○○○万円
の給与及び賞与が、それぞれ支払われ
ていたことが認められ、利害書面Ｂの

「２　出仕の求め」及び「３　給与の不
支給」の記載内容を考え併せても、少
なくとも、本件事業所において、請求
人は、平成○年○月○日から権禰宜と
しての責務を果たすために労務を提供
することを始め、平成○年○月○日ま
での期間についてそれを継続し、それ
に対し、利害関係人は、請求人にその
対価としての報酬を支払っていたと認
めるのが相当である。そして、前記１
⑺及び⑻によれば、Ｃメールは、利害
関係人代表者の請求人への言動等に対
して利害関係人代表者の反省を促す旨
等が記載されたもので、利害メールは、
利害関係人代表者が、自らが発した言
葉により請求人を傷つけたことを、請

保険の被保険者とする。」と規定され、
また、健保法第３条第１項には「この
法律において「被保険者」とは、適用
事業所に使用される者・・・をいう。」
と規定されている。
　そして、「使用される者」とは、事実
上の使用関係があることをいい、事業
主との間の法律上の雇用関係の存否
は、使用関係を認定する際の参考とな
るにすぎないとされ、事実上の使用関
係があるか否かの判断は、労務の提供
の有無、報酬の支払関係、人事労務管
理の有無等によって、具体的・実態的
に判断されることとなり、この事実上
の使用関係が認められない場合には、
厚年等被保険者資格を有しているとは
いえないとされている。また、事実上
の使用関係がある者とは、適用事業所
と常用的使用関係にある者をいい、常
用的使用関係にあるか否かは、その者
の労働日数、労働時間、就労形態、職
務内容等をも総合的に勘案して認定す
べきであるとされている。

⑵　当審査会としても、上記⑴の取扱い
を相当としてきているところであるの
で、本件をこれに照らして検討する。
　前記「事実」欄第２の２⑴によれば、
本件事業所は、適用年月日を平成○年
○月○日として、厚年法及び健保法上
の適用事業所となっているものの、法
人成立の年月日を昭和○年○月○日と
する宗教法人の事業所であり、同日以
降、常時従業員を使用すると認められ
る期間については、平成○年○月○日
前にあっても、厚年法及び健保法上の
適用事業所に該当すると認めるのが相
当であるから、本件請求期間について、
請求人が、本件事業所において利害関
係人により使用される者であったかど
うかを検討する。
　本件具申書、本件辞令及び本件回答
書によれば、利害関係人が、平成○年
○月○日付けで、請求人を本件事業所
の権禰宜に任命する旨を神社本庁に具
申したことに対し、神社本庁が、同年



くんには色々きつく言われるけど、お
母さん以上に先のこと考えてるよ。私
もお母さんも考えが浅いと。その場し
のぎばかりやと。耳痛いけど事実や
わ。」、「これからＥくん無しで２人で回
すのも限界があります。せっかく良く
なってきたもの全て壊れてしまいます。
また男逃げたわ、と思われ人の信用も
失います。周りの空気読んでよ。気付
いてないでしょ。ひと月もＥくんの姿
見てないし、みんなおかしいな、と思
い始めてるよ。尋ねられるのも言葉に
つまるわ。」、「葉っぱだらけで汚いし雰
囲気暗いし。ほんまのほんまにすぐ潰
れるよ。この先どうしたら良いのか、
もっと真剣に考えませんか。」などの記
載があり、利害書面Ａにおいても、利
害関係人代表者一人では限界であり、
請求人に出社を要請する旨が記載され
ていることから、これらによれば、請
求人が、単なる権禰宜としての責務だ
けでなく本件事業所の将来を見据え、
さらなる発展を志して、本件事業所に
おいてその職務に取り組んでいたこと
が推認できるというべきであり、請求
人の労働日数や労働時間等を具体的に
確認できる資料はないものの、請求人
の本件事業所における労務の提供は、
その質・量の点からも相応のもので
あったと認めるべきであり、利害関係
人と請求人の間には、常用的使用関係
が存在したと認めるのが相当である。
したがって、平成○年○月○日から平
成○年○月○日までの期間について、
請求人は、利害関係人により使用され
る者であったと認めるのが相当であり、
本件事業所において、資格取得年月日
を平成○年○月○日として厚年等被保
険者資格を有していたと認めるべきで
ある。また、平成○年○月○日後の期
間については、請求人の本件事業所に
おける労務の提供、利害関係人から請
求人に対する労務の対価としての報酬
の支払は認められないものの、平成○
年○月○日付けの利害書面Ａでは、利

求人に対し謝罪する旨が記載されたも
のであると認められるところ、Ｃメー
ルが同年○月○日○時○分に利害関係
人代表者に対し送信された後、同メー
ルを受けて間もない同日○時○分に、
利害関係人代表者により利害メールが
請求人に対し送信され、利害関係人代
表者が請求人に対し謝罪の意を示して
いるのであるから、Ｃが利害関係人代
表者の娘であることも考え併せれば、
Ｃメールに記載された内容は、利害関
係人代表者も自認したと認められ、信
ぴょう性の極めて高いものであると認
めるのが相当であるというべきである。
そして、Ｃメールの「はっきり言って、
何とも思ってないからこれだけ放置が
出来るのね。「悪いことしたと思わな
い？」と、私が誘導しないといけない
なんてほんまに情けない。ええ歳して
何も気付かない。私が見てる限りでも
多々あったから知らんとこでもあった
らしいし。そんな時Ｅくんが「お母さ
んそんな言い方ないわ」と言っても聞
かんかったらしいし。だからもう反論
もせんようになったと言うてました。」
との記載等からは、請求人の本件事業
所における働きをないがしろにした利
害関係人代表者の言動により、請求人
を出社拒否するまでに至らしめたもの
と認めるのが相当である。また、Ｃ
メールには、「彼は気付いて。改めてほ
しいから荒療治しているのです。お母
さんが糠に釘やからやで。彼が来てく
れて総代やてったいのおっちゃん達と
も少しずつ関係が良くなってきている
とは思いませんか？彼が潤滑油になっ
てくれているのよ。それは後に私たち
とも上手くやっていくためにそう運ん
で行ってるんよ。」、「その頑張って良い
方へ持っていってくれようとしてる人
ないがしろにしすぎてるでしょ。気に
食わんかもしれないけど、私の夫であ
り、私達はあなたの後もここちゃんと
やっていかなあかんねん。で、その後
Ｆ達にも繋いでいかなあかんねん。Ｅ



害関係人代表者が請求人に対し同月○
日までに出社を再開することを要請し、
同年○月○日付けの利害書面Ｂでも、

「Ｉとしましては、今後、○○神社を円
滑に運営するためにも、本件を円満に
解決することを希望しております」と
の記載があることが認められ、同年○
月○日付けの本件回答書でも、請求人
が本件事業所の権禰宜であることが確
認できる上に、請求人が平成○年○月
○日後出社を拒否するに至った経緯等
を併せ考えれば、同日後の期間につい
て、上記利害関係人と請求人との間の
使用関係に特段の事情の変化がない限
り、本件確認請求がされた時点におい
ても、引き続き、請求人は、利害関係
人により使用される者であったと認め
るのが相当であり、本件事業所におい
て厚年等被保険者資格を有していたと
認めるべきである。

⑶　以上によれば、本件請求期間に係る
本件確認請求を却下した原処分は、上
記趣旨と異なり妥当でなく、取り消さ
れなければならない。

　以上の理由によって、主文のとおり裁決す
る。




